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山村睦夫名誉教授をしのんで
経済経営学部長　　井　出　健二郎
　本学経済経営学部の名誉教授山村睦夫先生は，2017 年 8 月 9 日逝去されました。ここに謹んで哀悼
の意を捧げます。
　先生は，1946 年 3 月 10 日にお生まれになり，早稲田大学大学院商学研究科博士課程の単位を取得さ
れるという最終学歴をお持ちであります。
　和光大学には 1987 年 4 月，経済学部経済学科に，「経営史」ご担当の助教授として着任されました。
1991 年 4 月には経済学部経営学科の教授に昇格されています。また，2003 年 4 月には本学大学院社会
文化研究科担当の教授にも就任されています。
　学部学科においては，「経営史A」，「経営史B」を講義されました。「講義に際しては近年の受講生の
状況を踏まえ，レジュメと図表・画像史料等の配布や，授業の双方向性確保のため小レポートなどの活
用を行っている」と，あります。
　また，専門演習（ゼミナール）については次のように記載されています。「専門演習Ⅰ（経営史）お
よびⅡ（経営史）では，近現代日本企業の経営と労働をテーマに，明治維新後の近代化以降，今日のグ
ローバル化に至る日本企業の歩みと労働実態について，個別企業の事例をとりあげながら学習・研究し，
各自の卒業論文作成につなげている」と本学のスローガンである異質力が輝いていると思われます。
　ご研究については著作目録をご覧いただければお分かりではありますが，直近の『和光経済』には精
力的に以下の玉稿を賜っております。
　○山村睦夫先生「戦前期上海における日本人居留民社会と排外主義 1916 〜 1942（上・下）―『支那
在留邦人人名録』の分析を通じて―」『和光経済』第47巻第2号（2015.1）、第47巻第3号（2015.3）
　○山村睦夫先生「アジア太平洋戦争期における上海日本人居留民社会（上・下）―日本人居留民と華
人社会―」『和光経済』第 48 巻第 3号（2016.3）、第 49 巻第 1号（2016.9）
　○山村睦夫先生「5.30 事件と上海在留日本資本の対応―上海日本商業会議所を中心に―」『和光経済』
第 49 巻第 3号（2017.3）
　さらには校務においては大学創立 40 周年記念事業委員，総合文化研究所所長，資格課程委員会教職
課程分科会委員，資格課程会議委員，サバティカル委員会委員，和光経済編集委員会委員など多くの要
職をこなされています。
　ご功績については，あらためて申し上げることもなく顕著でありますが，経済学部から経済経営学部，
経営学科から経営メディア学科，そして経営学科と，そのあり方を模索し続ける本学部学科にとって極
めて多大であったと信じております。
　訃報，ご逝去にはただただ驚くばかりであります。せめて，本号を先生の追悼号とさせていただくこ
とによって，経済経営学部の感謝と哀悼の意を表したいと存じます。
　　2017 年 2 月
（『和光に集う教師たちのプロフィール―教育と研究一覧―2008 年度版』をもとに記載しております）
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